
広

旅

北

名船発掘①

瀬武夫とともに
順港口に沈んだ
前船主・右近家の汽船

文
・
山 田 廼 生 (日本海事史学会副会長)
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「杉
野
は
い
ず
こ
、
杉
野
は
居
ず
や
」

前
号
に
続
い
て
日
露
戦
争
の
旅
順
港
閉
基
船
の
話

題
で
あ
る
。
じ
つ
は
、
「福
井
九
」
は
９４
年
１
　
２
月

号
の
本
連
載
で
と
り
あ
げ
た
。
が
、
前
稿
で
は
、
２

本
マ
ス
ト
の
２
代
目

「福
井
丸
」
の
写
真
を
掲
載
し

て
し
ま

っ
た
。
執
筆
当
時
、
２
代
目
の
写
真
が
初
代

「福
井
九
」
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

そ
の
後
、
初
代
「福
井
丸
」
の
写
真
が
世
に
出
た
。

こ
ち
ら
は
３
本
マ
ス
ト
で
あ
る
（前
東
下
の
写
真
）。

ど
ち
ら
も
英
国
か
ら
買

つ
た
中
古
船
だ
が
、
２
代
目

が
４
１
８
９
総
ト
ン
、
明
治
２３
年

（１
８
９
０
）
建

造
の
鋼
製
汽
船
で
あ
る
の
に
対
し
、初
代
は
２
９
４
３

総
ト
ン
、
明
治
１５
年

（１
８
８
２
）
建
造
の
鉄
製
汽

船
で
あ
る
。
船
主
は
と
も
に
福
井
県
河
野
浦
の
北
前

船
主

・
右
近
家
．
初
代
が
旅
順
で
沈
ん
だ
の
で
、
２

代
日
を
買

っ
た
の
で
あ
る
。

旅
順
港
閉
塞
は
、
ロ
シ
ア
大
平
洋
艦
隊
を
旅
順
港

内
に
封
鎖
す
る
た
め
、
港
口
の
水
路
に
商
船
を
自
沈

さ
せ
よ
う
と
し
た
作
戦
で
あ
る
。
開
戦
の
年

（明
治

３７
年
）
の
２
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
３
回
お
こ
な
わ

れ
、
２‐
隻
の
商
船
が
参
加
、
１７
隻
が
自
沈
し
た
。

広
瀬
武
夫
少
佐

（当
時
）
の

「福
井
九
」
が
出
撃

し
た
の
は
第
２
回
で
あ
る
。
実
施
し
た
の
は
３
月
２７

日
未
明
。
作
戦
に
参
加
し
た
の
は
、
総
指
揮
官
有
馬

良

橘
中
佐
が
乗
る

「千
代
九
」
と
、
「福
井
九
」
「弥

彦
丸
」
「米
山
九
」
の
計
４
隻
で
あ
る
。

す
で
に
海
軍
に
徴
用
さ
れ
て
い
た
４
隻
は
、
３
月

初
旬
に
大
阪
で
石
材
を
満
載

（自
沈
後
、
ロ
シ
ア
側

に
よ
る
引
揚
げ
を
困
難
に
す
る
た
め
）。呉
で
防
禦
砲
、

自
爆
装
置
を
装
備
し
た
の
ち
、
朝
鮮
半
島
北
西
岸
に

終
結
。
次
い
で
、
同
じ
海
域
の
連
合
艦
隊
根
拠
地
に

移
動
し
、
護
衛
艦
隊
に
合
流
し
た
。

護
衛
艦
隊
と
と
も
に
出
撃
し
た
の
は
３
月
２６
日
で

あ
る
。
そ
し
て
２７
日
未
明
、
水
雷
艇
隊
を
と
も
な

つ

て
旅
順
港
口
に
向
か
い
、
「千
代
九
」
を
先
頭
に
、
前

述
の
順
の
単
縦
障
で
突
入
。

ロ
シ
ア
側
の
探
照
灯
照

射
と
は
げ
し
い
砲
火
の
な
か
で
自
沈
し
た
。

指
揮
官
広
服
を
含
む
１８
人
が
乗
組
ん
で
い
た

「福

非
丸
」
は
、
自
沈
作
業
中
、
敵
艦
の
魚
雷
を
受
け
た
。

混
乱
の
な
か
で
指
揮
官
付
の
杉
野
孫
七
上
等
兵
曹
（当

時
）
が
行
方
不
明
に
な
り
、
広
瀬
は
３
た
び
船
内
を

捜
索
。
そ
れ
を
断
念
し
、
ボ
ー
ト
に
移
来
し
て
ま
も

な
く
敵
弾
を
受
け
、
壮
烈
な
戦
死
を
と
げ
た
。
映
画

や
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
で
有
名
な
場
而
で
あ
る
。

汽
船
を
導
入
し
た
北
前
船
主

初
代

「福
井
九
」
は
、
英
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
の
船
会

社
が
運
航
す
る
貨
各
船

「
ア
バ
ー
ゲ
ル
デ
イ
」
と
し

て
、
明
治
１５
年

（１
８
８
２
）
に
サ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

の
造
船
所
で
誕
生
、
一象
州

・
ハ
ワ
イ
方
面

へ
の
航
路

に
就
航
し
た
。
船
籍
港
は
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
。
船
名
は

船
籍
港
に
ち
な
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。

右
近
家
が
買
い
入
れ
た
の
は
、
海
外
資
料
に
よ
れ

ば
明
治
２７
年

（１
８
９
４
）
で
あ
る
。
船
名
録

（前

年
末
時
点
で
収
録
）
に
は
明
治
２９
年
版
か
ら
記
載
さ

れ
て
い
る
の
で
、
ほ
ぼ
こ
の
時
期
に
違
い
な
い
。

右
近
家
は
同
船
を
、
お
も
に
日
本
海
航
路
に
投
入

し
た
。

つ
ま
り
、
北
前
型
弁
才
船
が
稼
働
し
て
い
た

航
路
に
使

つ
た
の
だ
。
右
近
家
は
、
石
川
県
瀬
越
の

ひ
ろ
う
よ
　
　
　
　
お
お

い
え

広
海
家

・
大
家
家
、
富
山
県
束
岩
瀬
の
馬
場
家
な
ど

と
と
も
に
、
汽
船
を
導
入
し
た
北
前
船
主
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
船
主
た
ち
は
、
家
業
の
帆
船
運
航
を
続
け

る
か
た
わ
ら
、
汽
船
運
航
に
着
手
し
、
近
代
的
な
海

遇
経
営
に
家
業
の
存
続
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

「福
井
九
」
が
海
軍
に
徴
用
さ
れ
た
の
は
、
開
戦
の

年
の
１
月
で
あ
る
。
旅
順
港
口
で
の
戦
没
に
対
す
る

賭
償
金
は
む
ろ
ん
、
国
か
ら
出
た
。
右
近
家
は
こ
の

カ
ネ
で
２
代
目
を
買

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
頁
上
の
写
真
は
、
旅
順
港
口
に
あ

っ
た
旅
順
港

閉
寒
隊
記
念
碑
で
あ
る
。
鍋
は
福
井
九
の
遺
品
で
、

日
露
戦
争
後
、
日
本
が
引
揚
げ
た
も
の
だ
。
記
念
碑

は
第
２
次
大
戦
後
搬
去
さ
れ
た
。
鍋
は
現
在
、
旧
旅

順
監
獄
の
建
物
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。
引
揚
品
に
は

こ
の
ほ
か
、
広
瀬
が

「決
死
隊
」
と
ベ
ン
キ
で
大
書

し
た
舷
側
板
が
あ
り
、
明
治
末
年
、
こ
れ
を
は
め
込

ん
だ
記
念
碑
が
大
阪
の
住
吉
大
社
に
建
立
さ
れ
た
。

が
、
こ
れ
も
第
２
次
大
戦
後
紋
去
さ
れ
た
。

広
瀬
と
杉
野
の
銅
像
も
神
田
須
田
町
に
設
置
さ
れ

た
。
広
瀬
と
同
じ
大
分
県
竹
田
出
身
の
渡
辺
　
朝
倉

（文
夫
）
兄
弟
の
制
作
で
あ
る
。
こ
の
銅
像
も
戦
後

撤
去
さ
れ
、
い
つ
と
き
交
通
博
物
館
の
敦
地
に
放
置

さ
れ
て
い
た
。
筆
者
は
子
供
の
こ
ろ
、
父
と

一
緒
に

こ
の
放
置
さ
れ
た
銅
像
を
見
た
記
憶
が
あ
る
。
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